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ナイジエリア述調iは，熱帯アフリカ枇大の人1:1C約，!000

万人〉と而前をもっ大｜司である。ナイクエリアが，アフ

リヵ諸問の中でもとくにil：目なあびているのは，人ロ・

而有'rf,c,の：日：的側而のi＇－≪.だけではない。ナイグエリアの政

治・社会t持政が，アフリゾJlit闘におけるそれの良剤的な

ものであるからである。同内政治の而では，づ・シ司ナリ

ズムとトライパリズムとの判定~がもっと ii 』！も型的にあら

われた地域である。 トライパヲズム，地域主義・と統一同

家形成への指向との対立は，行政機構k述邦制という解

決策本fと勺た。他のアフリカRl'il-i:tのよう f.i:l¥'t.－・政党i説家

(One-pn rty slate）ではないが，川1規肢でみるならば，各

州とも：れ一政党が支配している。ニのような条f'i:で議会

制民主主義は保・t＞うるだんうか。

間際政治のf(ih＇.~（士，パン・アフリカコズムにたいする

態度と，中立主義とにどのようにコミットするかが問題

である。続済的！とは，コづプ，パーム，鴇イE'cl:.,』lil<Eな

どの熱帯拍IL¥£主作物すd主将之している。 Hlli2年にはじめ

て全述邦規艇における開発：！・阿（ 6カ年計四〉が始めら

たが，二れははたして経済発展を確保しうるだろうか。

このように，ナイ~エリア述邦は，アフリカの他の新

生独立留が略閉していると同じような問題を包抗的にか

かえこんでいる。

ここに桁介するものは，デューク大学・イギリスlH邦

研究センターの設1！｝の 1冊である。この指；！？は．統一的

な創~方針によっているのではなく，イギリス辿yjl全.f.本

のnm起を論じているものもあれば， 1凶の経済政策だけ

をとりあげたもの，各国の経済体制を比’院したもの．社

会的伝統と経前発展の:llJl副を多角的にとらえたものもあ

り，かなり多様である。ニの新著も「ナイツエリアの政

治情勢Jと題されているが，政治’学者・を中心に，文化人

瓶学者，経済学者， ffl－：~学者等も協力して， inter di.s• 

ciplinaryな方法をとった論文集である。 12の論文のう

ち， 2論文以外は， 1961年の春にデューク大学で：・IJflHll.さ

れたセミナーに拠出されたものである。

12の論文は， tHl部背景， fjI2部政治と政府， tn

3-1:部経済開発の諸問題， t/'!4部政治の将来ならびに
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附録研究文献股虫の5部にわけられている。

！駅を追って大体を，~介しておこう。 tr~ 1 i沼【背景〕に

は，文化人事i学者マードック〔GeorgeP. Murdock）と

j朕火学官・ハミルトン（W.B. Hamilton）の報告が収めら

れている。マードックはナイツエリアの伝統的政治社会

椛i告を焼括的に報告する。かれは，地域的に（1）北東部ーー

ポルス，（2）北部一一ハウザ，｛：｛）市西部一一クワ，（，I）中央

市i一一パンツヘ（均点部一ーチャド，（f1）市東部ーーカメ

Jレーンの GJ也械に部族を区分するとともに，原住民政治

構造を. (1）大国家，｛2）小同家，（叫，~11告共同体の 3形態に

分げている。マードックはたんに原住民政治形態の分：m
に終わることなしさらにl:rJ;filを現代への1m:-wに結合さ

喧ている。イポ紘のように原始的な民主政治なとってい

た部旋のほうが，近代的民主政治に沼応し・ヤ・すいだふう

か。ナイ~ zリアの政治r,'1発展の1.む羽を定めるのはこの

グループだんうか白また，柿：J成ニl：：義的な政治；こなれた北

/al人（ハウザーフラニ〉が，ナイクエリアの発限を規制

ずるならば棉成；］そ；庄内引に方向がでてくるのではないだ／）

うか。マードックはこれらの疑問を/BJt、かけた主主で終

わっている。

ハミルトンは，イギリスのおJナイジュリア政慌を，布J

Jt)Jの奴鴻貿易， 19111：紀後半の特汗会主I:.20!:日：紀初期のJレ

カ戸 1：卿による「!IH接統治政策」を限史的に批判してい

る。

抑 2 部［政治と政府〕は．この~の中心といえる部分

であるが，テイラー・コール（TaylorCole) t,,J!l!JIS~li!/, 
瓜花の滋訟，ならびに転換JPJの官僚制について 3論文を

:;rr,き，グレイ・コワン（GrayCowm1）の外交政策論が収

められている。この部分については，後にややくわしく

紹介する。

前3；：偲〔経済開発のJri・IJ..1m〕には，シュぺンングラ

ー(JosephJ. Spenttlれr）の「ナイジ品リアにおける人口

移動と経済発展J，ハーピソン（Fredericlfarl,ison）の

「ナイクエリアにおける人的抗部（と将J汽IJH発J，キ司・ラウ

ェイ（Archibalc) Callaway）の「ナイジエリアにおける

学技卒栄者と経済発展Jの3論文がJ但められている。シ

ュぺングラーは，梨＼｛I！：アフリプJの..，コでは，人口結成がも

っとも向い地域であるナイジエリアでは，人口正力が大

きな！問題となりうることを示し，移住では国内移住がさ

らに}y/1)11するだろうと予測している。ハーピソンは，税

野をかえて，人的抗ib~の！凶！剖として，熟練労働者，技術者

の(l[]J出を大きくとりあげている。かれは「ナイヅエリア

では，二つの法礎的な人的資源問題にぶつかっている。



すなわち，一つは初等学校卒業者の不十分な利用と失栄

者の刑加であり，もう一つはi拘級人的資源の不足である」

(216ページ〉とのベ，教育投資のm：周にtl：芯；Vているの

かれはナイジ且リア経済が現在的附・ずる｜問題を決のよう

に指摘しているo

「節 lに，こニ2011乙ないし：初年の11¥Ht，ナイジュリア

の経済成長は主として，出禁および牧市の改？？？に依存す

るだろう。多くの新興同は出来間への投資会おろそかに

し，工場，官庁，事務所のillさ経常過大に強調する官il/iJが

ある。ナイジェりアで現在もっとも必要！とするのは，』2

·~官吏， c店業技術助手，およびぽ阪である。£込~符及＇！JI:

~制のほうが，テレビジョン；肱送ネットワークよりもは

るかに必要である。£巴誌の近代化を行なうi；－.必要な人材

を見UI しうるどろうか。 l足村の小~"I：伎で．う1f1f,を政Jr.fの

役人になるよりも．よいCH色になるように教育できるだ

るうか。土地所有の恨本（111変不なしに，伝統的民主を変

可iしうゐすごろうか。

主12に， アーサー.）レーイス（ArthurLewis）もmJi招ず

るように，アフリヵ；持巨｜では（ナイジエリアをもふくめ

て）大学教育と初等義務教育だけにjJをいれ，『Mf教Yt

とくに中等般的教育を既視している。ナイジヱリアは初

等教Tfの郡山を， r:i·と~投打なうける人数が 5併になるま

ではふやすべきではないu しかし，初等教育にたL、する

大衆の応力が強いから，政治的［と可能だろうか……。

f沼3に，教員の数の而iでは，，1，等学技およびそれ以 t
のレベルの学校の教員がもっとも不足している。また，

多くの肝心的な教nは，教育をIf;＇荷主とは λないで，政界，

あるいは詰級官吏への迫－であると考えている。二の10年

間初等教育以上の新教引が15万人必要であるが，かれら

を訓鉱fL，引きfr'i'めておけるだろうか。

第4に，ナイロエリアは続時liil発のために，公的およ

び私的外向抗本をともに.;J[!'i~·に必)JlS としていろ。また，

他の国々も非常に必要！としている。民1/ij外IT<!資本をニの

国にひきょせる特別な対策がたてゐれょうか。

第5に，急速な経済成長をなしとげるためには，佃人

消費は基礎的公共’f1：来：開発および資本形成に資金を供与

するために制限されねばならない。正常な事態下では，

これは雨中のIrr苗と刑事1とか必要とする。では，どのよ

うにして，端容iし， Jtj＝苗を促進しうるだろうか。

最後に，現代における経済開発ft.，効本的な組織と布＇ I
絢な計画iを必~＞：している。ナイジェりアでは， 3ナ｜｜に

別個の経済凋諮問があり， 1-::JHの経済IJH発協議会，主主却

の経ザTUB先行がある。 1・イジエリアの述邦1」1のわく，，す
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で，これらの機僻を効率的：乙！；j}；かしうるだろうか（216～

218ぺーク）。かれはこのようにt却化の｜問題をi限視して

民誌の改詳を爪視し，教行とくに11『等教YfのJfi:1JJH刊：セ強
調すーる。しかしかれは，ナイジエリアの将来について，

悲観的な見解なもつの－t?i-まなく， 「ナイクエリアは経済

成長を成功させる手段合も"t＞，それ，への立欲を発展させ

うるだろう。しかし．ナイ！／ :r.リアでは，経済開発とは

:l~ として経杭llllJ凶というより政治問砲であることは確か

だ」（219ぺージ〉とな味深いことばで結んでいる。

ヰャラク xイl:l'.，初叩学校卒染者の失業がなぜふえる

かをW1rしている。

お4市I（政治1'1'1将来〕でふたたび政治f民主政治）のU:l

組にかえってゆく。ぺンドルトン・ヘリング（I’encllcton
Herrin氏）は，ナイジエリアにおける民主政治の将来を，

社会陥造，教＇（（，行政｜持活との閃辿において左らえてゆ

く。プランシス・サヅトン（FrancisX. Sulton）の「新

作．アヲりブJにおける抗成と柿！成：：］：.；民」は唯一の例外で，

ナイツェりアな扱ったものではなく，アフり力全般にお

ける政治i':'1*!r-fiを，ニアサラン Jfのパンダhi：たを一つの

ケーメとして論じたものである。

一応令部右前jlJS.1こ制介したので，もう一度このシンポ

ロウムの主阻である政治のmrnnにかえ「てみよう。ナイ

ジエリアの政治でもっともHlll出となるのは，政治・行政

~/;Ill立上では主Ml}//.IJの1:uwであろう。民主政治 c：；出会；1)1)

のl誕百も主1rns~1討にかか勺ているともいえる。

この論文筑では，コールとへ：lングの油文が｜問題とな

る。コ｝ノレは，辿J』5i[llJ成立までの椛過をたと’って， u~ 正11

化と分nx化の阿弥:JJを指摘する。かれは，UI2次大戦後，

独立 (19GOiめまでの時！切な， 「主要t.c傾向は統ーへの

力1t,Jというより，分離へのJi1句であったo 文百でft悶な

大栄台ひきつけうるようなシンボルを生みださなかっ

た。都ilHt，経済発j丸主l：会移動の進展も，民民吉：；i高が

冊立されうるような析しいお；会組織を！I：.みだすにはいた

らなかった。政党L 民族統ーの組11，をみいだしうる共

通の基慌を作りえなかった……J(,mぺージ〉。しかし，

公用語としての英語の普及， 7民法の継承，政府官吏のナ

イクエリア人化等（・:I:.統ーへの方向を進めてきたこ去を指

摘し，また，経済rm｝＇！さはあきらかに集中化への間｜句を強

化していることを強制している。 「ナイクニリア・ネイ

ションJ「ナイジエリア・パースナリティJなど，ナイ

ジエリアの統一l1：を主張する議論がl刊加していること，

政治家が氏技統ーを口にしていることを指摘し， 「すべ

ての迎邦＼~IIの 1R1'Fは，その社会における集中化勢力と分
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i技化勢力とのバランスの移動に依存する。述邦11」1とは，

不統ーへの力と統ーへの力とを調整する過制である。わ

たくしは，ナイ Uエリアでは，統一化H：力が陪押）JをJ杓

大させていると考えているJC印ページ） r.のベ・cいる。

しかし，~突には，辿邦政附と州政府の/1:J組は，ナイジ

ニリ 7奴行0呂田i川！）！日l組，中阿部刈（Mid-WesternState) 

新設問題， H浴3年5月に起こった阿部州の与党 Oli邦で

は野党）である行動党（ActionGroup）の内紛をめぐっ

て，紛きゅうを虫ねている。セミナーが1961年に聞かれ

ているのであるから， l!~j:Jgj(l{Jにカバーしきれない三If.fl：は

別としてきも，コールのアブローチが制度的なものにm
点をおいて，政治のダイナミックな到lきを軒視している

ことが災いしていることも否定できないotl'n論文で述

邦制を，政治部力の対抗のtf1でとらえたコールは，招2

論文では述邦iUll1J.c法の法m11的側聞，述邦政IH，各州政府，

各級裁判所の権：促，述調w~察，官!.l!!Wl ミr. 々のl問題を指摘

－発表された若－作・論文合ていねいに追っている。世史，

政治的発展，行政，社会学，教育，経済llrl発の各分野に

ついてm型！な文献・研究令制介し，それへのお評・短評

をも紺介したもので，ナイジエリア研究者にとってはま

ことにありがたい「文献良県」て’ある。

一 』噌

’－， 。。

ナイジエリアの政治について，もっとも；m~な研究は，

カリフォルユア大学のジェームス・ S・コーJレマン（Jam郎

S. Coleman）の『ナイジェりア・ナショナリズムの背景』

(Ni泣eria;Background to nationalism, Berkeley, Uni-

,・ersity of California Press, 19開）である。これは，ナ

イジェりア・ナショナりズムの服史を社会・経済的発展

との！見込iのうえでくわしく論じたものである。その後の

ものでは，プレトン（HenryL. Brctto:1）の「ナイジエ

リアにおける柿力と安定：；非杭民地化の政治学.） (Pawer 

and stability i 11 Nなeria;theρolitics of decolonizat1・011,

New York, F. A. Prncger, 1962, 208 p.）があるだけ

であった。

ヘリングの民主主義;l(N;t,Hit此（lヲilif挺糸f!I：にかかわり

すきfて，的訪も見通しもゆ］らかではない。

このデ』ーク大学シンポジ少ムは，各論者・のフォーカ

スが合っていないので全体としては倣泌， m胞の感があ

ることは再定できない。持ti'kとして，オコンネJレ（Jamei;0・Connell）の「H)fi7

年末以涛，ナイジ孟リア関係社会科学文献民間」は，コ

ールマンの大請の巻末につけられた文献円録以後に刊行

〈アジア純前研究所i潟市町科部収集謀長 中村弘光〉
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